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⑨三重とこわか国体へ向けた取組（H28：18,208 千円→H29：14,999 千円） 

・各競技団体のトップレベルの選手に対し、全国大会において活躍できるよう、強化活動を支援

します。 

【女性アスリートの発掘・育成】 

⑩女性アスリートタレント発掘（H28：6,002 千円→H29：8,000 千円） 

  ・ラグビーフットボール競技に特化した女性アスリートの発掘・育成を推進し、国内外の大会で

活躍するトップアスリートの育成をさらに進めます。 

⑪女性アスリートサポート（H28：1,395 千円→H29：699 千円） 

・女性アスリートが競技に継続して取り組める環境を整備するため、女性アスリートを指導する

指導者を対象とした研修会を拡充するとともに、女性アスリートが抱える女性特有の課題解決

へ向け、専門家を派遣します。 

【指導者の養成・確保】 

⑫指導者研修（H28：1,972 千円→H29：2,002 千円） 

  ・強化指定運動部、チームの指導者の研修会を実施し、指導者の資質向上を図ります。 

⑬スポーツ指導員の配置（H28：18,932 千円→H29：22,946 千円） 

・国内トップアスリートをスポーツ指導員として配置し、ジュニア・少年選手や成年選手の競技

力向上に取り組むとともに、指導者の資質向上を図ります。 

⑭特別コーチの派遣（H28：2,561 千円→H29：3,980 千円） 

・国内外の大会で活躍する選手や優れた指導実績をもつ指導者を特別コーチとして競技団体に派

遣し、競技力向上を図るとともに、指導者の資質向上を図ります。 

【環境整備】 

⑮環境整備（H28：7,000 千円→H29：7,000 千円） 

・競技力の向上につながる特殊用具備品の整備を計画的に行います。 

 【啓発・広報】 

⑯みえのアスリート応援・発信（H28：3,670 千円→H29：3,521 千円） 

    ・本県代表及び本県出身アスリートの活躍を幅広く広報し、情報発信を行うことで、スポーツを

「する人」、「みる人」、「支える人」の一体感を醸成します。 
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＜成年選手＞ 

⑧成年強化選手の指定 

  ・国内トップレベルにある本県出身の成年選手を強化指定し、その強化活動を支援します。 

（新規） 

⑨大学運動部、企業・クラブチームの強化指定 

・成年種別の競技力向上の中核となる、大学運動部、企業・クラブチームを強化指定し、合宿や

遠征等の強化活動を支援します。 

⑩スポーツ指導員の配置 

・国内トップアスリートをスポーツ指導員として年間を通じて配置し、ジュニア・少年選手や成

年選手の競技力向上に取り組むとともに、指導者の資質向上を図ります。 

⑪トップアスリート就職支援 

・トップアスリートが、県内に定着できるよう、就職支援を行い、計画的に成年選手が活躍でき

るように、環境づくりを進めます。 

＜指導者＞ 

⑫指導者研修 

  ・国民体育大会の監督、スタッフの研修会を実施し、意識醸成及び資質向上を図ります。 

  ・強化指定運動部、チームの指導者の研修会を実施し、中核的な指導者としての意識醸成及び資

質向上を図ります。 

⑬特別コーチの派遣 

・国内外の大会で活躍する選手や優れた指導実績をもつ指導者を特別コーチとして競技団体に派

遣し、競技力向上を図るとともに、指導者の資質向上を図ります。 

＜環境整備・広報＞ 

⑭医・科学的なサポート 

・スポーツ医・科学の専門家を強化合宿や大会等に派遣し、競技力向上を図ります。 

⑮環境整備 

・競技力の向上につながる特殊用具備品の整備を戦略的、計画的に行います。 

⑯みえのアスリート応援・発信 

    ・本県代表及び本県出身アスリートの活躍を幅広く広報し、情報発信を行うことで、スポーツを

「する人」、「みる人」、「支える人」の一体感を醸成します。 

 ＜その他＞ 

・計画的な競技力向上に取り組むため、三重県競技力向上対策本部「本部会議」「競技力向上対

策委員会」「各種専門委員会」の開催を行います。 

   

（繰越）競技力向上対策事業  1,395 千円（-千円） 

 女性アスリートサポート事業 

女性アスリートの競技力の向上を図るため、相談窓口の設置等の支援を行います。 

・女性アスリートのための相談窓口の設置を行い、女性の競技継続のためのサポートを行います。 

     ・女性アスリートの指導者研修会を行い、指導者の資質向上に取り組みます。 
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を 6月に設置しました。事業の枠組や計画、タレントの選考等について協議し、8月に一次オーディシ

ョンを実施しました。今後は、3年間にわたって、合格者に対して実施するプログラムの内容を具体化

していく必要があります。 

＜成年選手＞ 

⑧成年強化選手の指定 

 ５名のトップアスリートを強化指定し、計画的に強化支援を行った結果、４名の選手が第 71 回国民体

育大会に出場することができました。今後は、これらの選手がそれぞれの競技団体において中核的な

活躍ができるよう、取組を進めていく必要があります。 

⑨大学運動部、企業・クラブチームの強化指定 

 成年種別の競技力向上の中核となる大学運動部、企業・クラブチームを（16 チーム）指定し、強化活

動を支援したことで、オリンピック選手を輩出したほか、13 チームから第 71 回国民体育大会へ選手を

派遣しました。今後は、指定チームの拡充を図るとともに、より戦略的な強化に取り組む必要がありま

す。 

⑩スポーツ指導員の配置 

 トップアスリートをスポーツ指導員として５競技団体に派遣し、ジュニア・少年選手や成年選手の競技

力向上及び指導者の資質向上に努めた結果、すべての競技において第 71 回国民体育大会に出場するこ

とができました。会期前開催として実施された水泳競技飛込において、競技得点 10 点を獲得すること

ができました。今後は、第 71 回国民体育大会に向けた競技力向上の取組を進める必要があります。 

⑪トップアスリート就職支援 

 トップアスリートが県内で競技活動が継続できるよう、三重とこわか国体の正式競技である競技団体に

トップアスリートの勧誘を依頼するとともに、公益財団法人三重県体育協会に企業への協力依頼及びマ

ッチングを依頼した結果、93 社からの求人登録と３名（９月末日時点）の内定を得ることができまし

た。今後は、県内企業に就職し、競技活動の継続を希望するアスリートを確保して、企業とのマッチン

グを図っていく必要があります。 

＜指導者＞ 

⑫指導者研修 

 強化指定運動部・チームの指導者に対して、「スポーツ心理学」をテーマにした研修会を７月に実施し

ました。今後は、指導者自身がこれまでの指導法を再点検し、強化活動に還元できるよう取り組む必要

があります。 

⑬特別コーチの派遣 

 国内外の大会で活躍する選手や優れた指導実績をもつ指導者を特別コーチとして年間コーチを２競技

団体に、ワンポイントコーチとして７競技団体に派遣した結果、７競技で第 71 回国民体育大会への出

場権を確保しました。 

＜環境・広報＞ 

⑭医・科学サポート 

 スポーツ医・科学の専門家を６競技団体の強化合宿や大会等に派遣し、選手のリカバリーや大会へ向け

たコンディショニングについて指導を行った結果、５競技で第 71 回国民体育大会への出場権を確保し

ました。 

 




